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グリーン東大工学部プロジェクトのゴール

• “表向き”のゴール：

– 工学部2号館を用いた省エネ技術の研究開発

– ファシリティーのオープン化と構造改革

• “本当”のゴール：

– ユビキタスディジタル情報インフラの構築

• 環境情報の共有/加工/利用 (建物キャンパス地球)

– 効率化&Innovation の “結果”としての 「省エネ」

– 新ビジネスの創造と展開

– 「民(産学)」 による推進 (「官」からの独立性)

企業・社会活動の収縮ではなく、

活動の ”拡大と高機能化” を
より少ないエネルギーで
(＝効率化&Innovation競争力)
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• Huge operational cost 
– Large energy (e.g., gas, electricity) cost
– About 30% energy saving has achieved !

• Proprietary technologies 
– Large complex has more than 200K 

monitoring and controlling points
– Each system uses different technology 
 Let it open with TCP/IP technology (i.e., IPv6)

• COP3 by United Nation 
– 10%-30% energy saving

How to use the sensor network
e.g., saving energy in building system

1. Improve portfolio
2. Increase asset value  

1. 省エネと環境対策は、既に、グローバル
課題である。

2. 経済的な利益があれば、組織はやる気に
なる

3. これまで、独立に設計・構築運用されていた
サブシステムの統合化, e.g.,空調、照明、IT

莫大な数のセンサと制御装置網。
誰も、IPのバージョンは気にしない。
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建物のライフタイムコスト分析
ライフタイム

(オフィスビルの事例)

Source : http://www.satobenec.co.jp/products/lcc/energy/concept/concept.html

各年
(オフィスビルの事例)

Utility cost
(ex., Electricity)

21% 

Maintenance

Repair
& 
Renew

General  and 
Administration
Expenses

Construction 
cost

Design cost

Electricity
22.4% 

Maintenance
Out-sourcing 

Cleaning

Repair

Depreciation 
and 
amortization 

Tax for 
Fixed 
Asset 

Oil,
Gas
Water

The University of Tokyo pays 
$60M/year on Electricity !!!



グリーン東大工学部プロジェクト

• 本郷キャンパス工学部(新) 2号館

– 地上12階、地下1階の総合研究教育棟

– 2005年10月竣工、2006年3月実質稼動開始

– 講義室、事務室、研究室、実験室などが混在

– 『省エネ』以上の活動を展開

– 共同研究開発コンソーシアムの形成

– 新ビジネスの創成



発起人リスト

• 朝日放送株式会社

• IPv6普及高度化推進協議会

• エコーネットコンソーシアム

• エシェロン・ジャパン株式会社

• 株式会社インターネット総合研究所

• 株式会社NTTファシリティーズ

• 株式会社ディー・エス・アイ

• 株式会社東芝

• 株式会社日本アジルテック

• 株式会社日立製作所

• 株式会社三菱総合研究所

• 株式会社山武

• 株式会社ユビテック

• グリーンIT推進協議会

• 慶應義塾大学

• 国立大学法人東京大学

• シムックス株式会社

• 社団法人電気設備学会

• ダイダン株式会社

• T&Y 松本コーポレーション

• 特定非営利活動法人LONMARK JAPAN

• 日本電気株式会社

• ファシリティ・ネットワーキング相互接続
コンソーシアム

• 富士通株式会社

• 松下電工株式会社

• 横河電機株式会社

• WIDEプロジェクト

http://www.v6pc.jp/jp/ut2eco/

(*) Also, as a project of 



共同研究コンソーシアムの構成
• 主幹：東京大学

• 協力組織

– グリーンIT推進協議会、

– 東京都

• 参加企業：

– 建物オーナー/デベロッパー

– ゼネコン(e.g., 清水、大成、鹿島、竹中)

– 設計事務所

– システムインテグレータ

– 機器ベンダー

– NPO組織(学会,協議会,協会)



Participants
• アイビーテクノス株式会社

• 株式会社インターネット総合研究所

• 株式会社ウィルコム

• 株式会社 NTTファシリティーズ

• 鹿島建設株式会社

• 清水建設株式会社

• CiTRIX SYSTEMS JAPAN 株式会社

• シムックス株式会社

• ダイダン株式会社

• 株式会社竹中工務店

• 株式会社デジタル

• T&Y 松本コーポレーション

• 株式会社ディー・エス・アイ

• 株式会社東芝

• 株式会社日本アジルテック

• 日本AMD株式会社

• 日本電気株式会社

• 株式会社日立製作所

• 富士通株式会社

• 松下電器産業株式会社

• 松下電工 株式会社
• 株式会社 三菱総合研究所

• 三菱商事株式会社

• 株式会社 山武

• 株式会社 ユビテック

• 横河電機株式会社

• リコー株式会社

• 渡辺電機工業 株式会社

• LONMARK JAPAN
• 東京都環境科学研究所

• エコーネットコンソーシアム

• FNICコンソーシアム

• 社団法人電気学会

• 社団法人電気設備学会

• グリーンIT推進協議会

• WIDEプロジェクト

• IPv6普及高度化推進協議会

• 慶應義塾大学

• 東京大学
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• 株式会社ウィルコム

• 株式会社 NTTファシリティーズ

• 鹿島建設株式会社

• 清水建設株式会社

• CiTRIX SYSTEMS JAPAN 株式会社

• シスコシステムズ合同会社

• シムックス株式会社

• ダイダン株式会社

• 株式会社竹中工務店

• 株式会社デジタル

• T&Y 松本コーポレーション

• 株式会社ディー・エス・アイ

• 株式会社東芝

• 株式会社日本アジルテック

• 日本AMD株式会社

• 日本電気株式会社

• 富士通株式会社

• パナソニック株式会社

• パナソニック電工株式会社

• 株式会社 三菱総合研究所

• 三菱商事株式会社

• 八千代電設工業 株式会社

• 株式会社 山武

• 株式会社 ユビテック

• 横河電機株式会社

• 渡辺電機工業 株式会社

• LONMARK JAPAN
• 東京都環境科学研究所

• エコーネットコンソーシアム

• FNICコンソーシアム

• 社団法人電気学会

• 社団法人電気設備学会

• グリーンIT推進協議会

• WIDEプロジェクト

• IPv6普及高度化推進協議会

• 慶應義塾大学

• 名古屋大学

• 東京大学

As of September 05, 2008



幹事会社/組織

• 株式会社 NTTファシリティーズ

• シムックス株式会社

• 株式会社東芝

• 日本電気株式会社

• パナソニック株式会社

• パナソニック電工株式会社

• 株式会社 山武

• 株式会社 ユビテック

• 横河電機株式会社

• LONMARK JAPAN
• 東京都環境科学研究所

• 社団法人電気設備学会



共同研究コンソーシアムの構成
• 主幹：東京大学

• 協力組織

– グリーンIT推進協議会、

– 東京都

• 参加企業：

– 建物オーナー/デベロッパー

– ゼネコン(e.g., 清水、大成、鹿島、竹中)

– 設計事務所

– システムインテグレータ

– 機器ベンダー

– NPO組織(学会,協議会,協会)

ステークホルダという
概念
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本プロジェクトのゴール(趣意書より抜粋)

1. 全学目標への具体的な貢献

– 2012年 (△15%), 2030年(△ 50%削減)

2. 「グリーンIT」の実現

– データセンターに代表されるIT化機器の電力消費の増大防止

– IT活用による地球環境問題の克服とエネルギーと情報をもと
にした新しい都市設計手法の確立

3. 東京大学を実フィールドとした実証モデルの構築と検証

4. 新たなファシリティマネジメント手法の確立

– 協調型都市経営あるいは地域経営手法の実現

– 新たな付加価値ビジネスの創成・育成

5. ファシリティー関連機器相互接続仕様の作成

6. キャンパス向け省エネ設備調達(参照)仕様書の作成

7. 省エネ効果ベンチマーク仕様書の作成
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実施内容(案)
• センシング系

– エネルギー計測
• 2号館全体を対象

• 細かな負荷設備まで対象

• PLC, 無線応用

– 動態
• 在不在、在室人数

• 行動パターン

• 管理系
– 情報提供手段

– 大学施設での実証データ
獲得

– エコポイント付加

• 対策
– 高効率機器採用

– 新方式・プロセス改善

– 設備連携

– 供給と消費のサプライ
マネジメント

• その他
– サーバシステム

– データセンター

– 相互接続のための通
信プロトコル

– (広域)エリア管理
• 都立高校など
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サーバ

ＢＡＣｎｅｔ
/ＷＳ

Ｓａｖｉｃ
山武

ＥＨＰ
三菱電機

ＧＨＰ
三菱重工

Ｎ-ＭＡＳＴ
松下電工

集中検針
愛知時計

LON ＰＣ

ルータ

ルータ

中央変電室

BX

照明監視、
制御

動力監視制御
代表ＥＨＰ監視、
電力計量

ＥＨＰ監視、
制御

ＧＨＰ監視、
制御

電力量
水道量 電流

（200V）

キャンパスネットワーク

動態
サーバ

端末

学生 教授 施設

CSV

DU

DU

DU

BCRN

電力監視
電源制御
（１00V）

BCRN

BCRN

I/F

端末 端末

動態管理

AP

AP

ID

AP

AP

ID

ID
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動態連携ムダの吸収化

既存システム＋統合化I/F 研究システム追加システム

グリーン東大工学部2号館システム構成

CT コンセント

WEB

ＩＰｖ4/6

入退室管理（セキュリティ）

Web配信

端末

無線LAN

PLC



電力使用量リアルタイムモニタリング
(with CIMX社)

http://www.espdragon.jp/espgeneral/�


Available commands
Get address
Get state
Turn on/off

Internet
IPv6/IPv4

Lights Control and Monitoring
by MS Instant Messenger

個別センサ

仮想IPv6
ゲートウェイ
Bill Exchange

NMAST

各種センサ

天井6Aリレー

リモコンリレー単位の個別照明

グループ照明

パターン照明

Univ. of Tokyo@Hongo

Anywhere
On any platform

IM-BX Translator 
(Installed at MEW Tokyo HQ)

Internet



ＰＬＣによる電力計測システム試行（100V系）

ワットメータ
SHW3A
＊現在1分間隔で計測

PLC子機
（試作機）

子機とメータ
を繋ぐ線

ﾃｰﾌﾞﾙﾀｯﾌﾟ電力線

テレビ

デスクトップＰＣノートＰＣポット
冷蔵庫

計測サーバ

表示例



On Going R&D 
1. VM migration based on Xen platform in Esaki-Lab PCs 

(30+ PCs)  {with NEC & CiTRIX}

2. Integration of local field-bus’s into UBITEQ box
– BACnet, LonWorks, PanasonicEW-light, Yamatake

– Cisco System has joined 

3. Integration with Live E! system (=Sensor Network) 

4. Collaboration with 
a. Chunghwa Telecom at Taiwan 

b. ADB(Asian Development Bank) HQ in Manila

c. EU’s project 

5. Challenge to do; 
– Standardization   NIST@USA , ASHRE, IETF(with Cisco)
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Panasonic
Elec. Works
N-MAST

三菱電機
EHP

Integration with common protocol

Panasonic
電力量

Rocho
OA

横河
動態管理

Live-E! Server
Yokogawa

Exaquantum Server

Common communication protocol (i.e., Live-E, oBIX, BACnet/WS)

給湯 ガス

oBIX

BACnet/WS

BACnet/WS

空調 照明 検針電力 気象

山武
SAVIC

三菱重工
GHP

愛知時計
集中検針

CIMX
電力量

Live-E
外気

BACnet/WSBACnet/WS

oBIX

BACnet/WS

oBIX

oBIXGW
LonMark

室内機508台

Green University 

Tokyo Server

Energy saving by the collaborative operation among facility components

Routing; 
Global = XML Routing 
Local   = IP Routing and others 

(*) Similar to DTN(Delay Tolerant Network)



Referenced System Architecture
for standardization

Application

Data-Base
(Repository)

Field-bus



{本当に}期待していることは ?
• 環境・エネルギー対策とユビキタスディジタ
ル空間の協調 (Win-Winの関係の構築へ)
Step.1 環境・エネルギー対策に必須なもの

1. センサー&アクチュエータネットワーク

2. 個別機器/システムのオープン化と協調動作

Step.2 ディジタル情報の共有空間が構築される。

(*) 既に、投資回収後の情報(＝ほぼ無料)

Step.3 新しい利用法の創生/創造

これって、”End-to-End Model” そのもの



都市設計のパラダイムシフト

過去：
・農業(水路)
・工業 (搬送路=水路&道路)

今後：
『エネルギーと情報 をもとにした都市設計』
Control of “Energy and information 
flow” with ubiquitous energy sources
 SCM of energy flow 



まとめ
グリーン東大工学部プロジェクトのゴール

• “表向き”のゴール：

– 工学部2号館を用いた省エネ技術の研究開発

– ファシリティーのオープン化と構造改革

• “本当”のゴール：

– ユビキタスディジタル情報インフラの構築

• 環境情報の共有/加工/利用 (建物キャンパス地球)

– 効率化&Innovation の “結果”としての 「省エネ」

– 新ビジネスの創造と展開

– 「民(産学)」 による推進 (「官」からの独立性)

企業・社会活動の収縮ではなく、

活動の ”拡大と高機能化” を
より少ないエネルギーで
(＝効率化&Innovation競争力)
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Metropolitan designing; Real-Space Internet with IPv6

Crime prevention system
Intelligent Navigation

One-stop admin. service
Electronic election

Cyber library
Cyber museum

Cyber public space service

Health Care
Medical Check

Recycling System

Video contents
distribution

Electronic
Commerce

Intelligent
Location Information
Service

Intelligent local government
(risk management, monitoring, 

data management)

Local
Government

Convenience
store

home

Office

Factory

waste 
processing plant power

plant

Care
facilities

Hospital

Police
Station

school

Intelligent community
(BBS)

Environment Purification / Recycling

Local Energy Management
(supply, storage, monitoring, saving)

Local Security Management
(Prevention of crime and fire)

Local Safety Management
(Location, Health Care)

Area Management System

Source: Panasonic Electric Works
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